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緒   言： 

好酸球性髄膜炎は、感染性または非感染性の原因によって引き起こされる稀な臨床

症候群であり、東南アジア熱帯地域では広東住血線虫が最も一般的な原因である。し

かしながら、その定義は文献によって異なり、それぞれの定義の寄生虫性髄膜炎との

関連は未だ明確ではない。これらを明らかにするため、ベトナムのハノイにある国立

三次医療機関において観察研究を行った。 

 

対象と方法： 

2012 年 6 月から 2014 年 5 月までハノイのバックマイ病院感染症科病棟に中枢神経

感染症を疑われ入院した 13 歳以上の青年及び成人の患者で、入院時の髄液所見に異

常を認めたものを対象とした。好酸球性髄膜炎または寄生虫性髄膜炎疑い患者を以下

の３つの定義で分類した。すなわち、1)髄液中の好酸球が 10％以上かつ 10 個/μl 以

上存在するもの（髄液好酸球 10%群）、2)髄液中の好酸球 10％未満かつ 10 個/μl 以上

存在するもの(髄液好酸球 10 個群)、3)髄液中の好酸球増多を伴わないものの末梢血

液中の好酸球が 16％以上存在するもの（末梢好酸球 16％群）。これらの患者の疫学情

報と入院時検査データ、入院時の血漿と髄液検体を収集した。疫学情報や臨床症状、

検査データについては、各定義で分類された患者群毎に比較した。さらに患者血漿を

用いて各種抗寄生虫抗体検査(広東住血線虫、イヌ回虫、肺吸虫、糞線虫)と髄液検体

を用いて広東住血線虫と有棘顎口虫のリアルタイム PCR を実施した。 



 

結   果： 

計 679 人の患者が対象となり、髄液好酸球 10％群が 7 人(1.03%)、髄液好酸球 10

個群が 20 人(2.95%)、末梢好酸球 16％群が 7人(1.03%)であった。髄液好酸球 10％群

では、髄液好酸球10個群と比較して有意に若く(p=0.017)、体温も低かった(P=0.036)。

髄液好酸球 10 個群においては、72.2％(18 人中 13 人)で培養や PCR で病原体細菌が確

認され、臨床症状や検査データも細菌性髄膜炎の特徴を示していた。対照的に、末梢

血液好酸球 16％群の臨床特徴は髄液好酸球 10％群に似ていた。抗体検査では広東住

血線虫の抗体のみ陽性反応を示し、髄液好酸球 10％群で 2 人(28.6%)、末梢血液好酸

球 16％群で 5 人(71.4%)が陽性であった。リアルタイム PCR でも広東住血線虫のみ陽

性反応を示し、髄液好酸球 10％群の中で髄液検体を確保できた 5 人中 2 人(40%)、末

梢血液好酸球 16％群の中で同様に髄液検体確保できた 3 人中 1 人(33.3%)が陽性であ

った。他方、髄液好酸球 10 個群及びいずれの定義にも該当しないコントロール患者

群からランダムに検査をした 20 人中では抗体検査やリアルタイム PCR のいずれも全

て陰性であった。 

 

考   察： 

本研究は寄生虫性髄膜炎が疑われる好酸球性髄膜炎の異なる定義を比較検討した

初めての観察研究である。髄液中の好酸球数 10 個/μl 以上であっても髄液好酸球

10％未満の場合は細菌性髄膜炎であることが示唆された。また、過去には広東住血線

虫の好酸球性髄膜炎の病初期において、髄液好酸球の上昇が乏しい症例も報告されて

いたが、今回の研究によって、髄液中の好酸球増多がなくても末梢血液好酸球増多を

示す患者群の中には広東住血線虫による寄生虫性髄膜炎が存在する可能性があるこ

とを、抗体検査・リアルタイム PCR の結果でも再確認された。本研究は北ベトナムで

の単一の三次医療機関に入院した発熱患者を対象にしているため、発熱を伴わない患

者や軽症例は含まれていない。寄生虫性髄膜炎の臨床的特徴の全容を明らかにするに

は、一次・二次医療機関を受診する発熱を伴わない軽症例のデータも集めるような研

究が望まれる。 
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